
発達障がい学⽣に
対する社会移⾏⽀援

障害のある学⽣のキャリア教育・就職⽀援についてのセッション
平成30年6⽉19⽇(⽕) 国際展⽰場
事例発表

明星⼤学 ユニバーサルデザインセンター
臨床⼼理⼠ 企業在籍型職場適応援助者

⼯藤陽介

アセスメント

トレーニング

インターン

振り返り

STARTプログラム
各種アセスメントの実施
IEPの作成

4領域の SST
(就労準備性)
ガイダンス

SSTの汎化
体験の蓄積
事前⾯接、同⾏⽀援など

体験的理解
共有的理解
（⾃⼰他者評価）

⾃分の⾒える化
働くことの⾒える化
進路の⾒える化

⾃分の取扱説明書
⾃⼰選択

⾃分で進路を決定するプロセスを⽀えることが⽬的



就労準備性(働くために必要な⼒)

職業

適性

基本的

労働習慣

対⼈技能

⽇常⽣活管理

健康管理 ⾷事、睡眠、服薬、通院などの管理

⽣活リズムの管理、⾦銭管理、余暇など

⾝だしなみ、意思表⽰、感情コントロール、
基本的な会話など

ビジネスマナー、職場ルール理解、報連相、
時間を守るなど

職務への適性、職務遂⾏に必要な知識など

出典：相澤(2007)現場で使える精神障害者雇⽤⽀援ハンドブック
意欲

インターンシップ（体験場所の確保＝体験的理解）

就労継続⽀援
A型

就労移⾏⽀援
事業所

特例⼦会社

初めて仕事を
体験する

継続的に働く

様々な職種を
体験する

1⽇〜3⽇

5⽇〜10⽇

5⽇〜10⽇

社会的な枠組みの
中で仕事を
体験する

学⽣の状態に合わせてインターンシップ先を選定する。
事前に評価項⽬の共有をし、実習中は体験の記録を⾏い、
最終⽇に⾃⼰評価と他者評価を⾏う。



振り返り(⾃分のこと/働くことの⾒える化）

スタッ
フ

学⽣ インターン
先スタッフ

共有的理解

業務⽇誌 評価シート
業務⽇誌や評価シートを元に、
具体的な事実を共有し、振り返る。

⾃⼰評価と他者評価をすり合わせ、
⾃⼰理解・仕事理解を深める。

課題の整理を⾏い、次期の⽬標設
定を⾏う。

⾃分の取扱説明書

インターン(短期間実習)の限界
■過剰適応の課題
・短期間では課題が表⾯化しないことがある

■特例⼦会社でのアルバイト体験
・実際の現場で継続的に働く体験から⾃⼰理解/仕事理解を育む

段階的/継続的な就労体験
(半⽇⇒週1⽇⇒週2⽇)

職場での困りごとを解決
⇒職業準備性の向上
⇒⾃⼰/仕事理解を育む

⼤学と職場の様⼦を情報交換
⇒学業と働くバランス
⇒本⼈が気づかない課題

学⽣

⼤学

企業



事例

事例から⾒えたこと
■働く体験の確保
‐学内アルバイト、就労⽀援機関、企業など

■働くために必要な⼒/物差しの⾒える化
‐働く時にどのような⼒が求められるのか理解

■体験の評価から⾃分を整理する
‐⾃分の取扱説明書の作成⇒実際に練習

■進路の選択肢から⾃分で決定する
‐整理した⾃分/仕事の特性を踏まえ、選択する



今後の発達障がい学⽣への
社会移⾏⽀援

■様々な⾓度から⾃分/仕事を⾒える化
‐インターンシップ、アルバイト
‐学内(図書館、⽣協など)、特例⼦会社、⼀般企業

■多様な進路の⾒える化
‐障害者⼿帳を⽤いた就職活動ガイダンス
‐就職したOBの体験発表(ロールモデル獲得)

‐就労⽀援機関との連携による障害福祉サービスの理解
‐⼀般企業の障害者枠、特例⼦会社の合同企業説明会

■⾒える化を通じた折り合いを⽀えるための連携
‐現実を整理する役割と受け⽌める役割
‐学⽣相談室や障害学⽣⽀援室(担当)との連携


